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名称 日時 場所 対象 12内容

すくすく広場
（身体計測の日）

３月５日㈬
午前９時30分～11時

保健センター

市内在住の
の乳幼児

保護者による身体計測、子育てネットワーカーに
よる親子遊び
�母子健康手帳

ママパパ教室 ３月８日㈯
午前９時45分～11時30分

妊娠８カ月
までの妊婦
と家族

妊娠中の生活・栄養・歯科保健・保育の話、妊婦体験
40人（先着）
�母子健康手帳、筆記用具
�２月７日㈮～28日㈮に、健康推進課へ

離乳食教室

①３月14日㈮
午前10時15分～正午

５～６カ月の
子を持つ方

離乳食に関する講話・実演
①25人②20人（先着）
�母子健康手帳、筆記用具　※赤ちゃん連れの方
は、おんぶひも・抱っこひもが必要
�①２月６日㈭～３月７日㈮②２月６日㈭～３月
12日㈬に、健康推進課へ

②３月19日㈬
午前10時15分～正午

保健センター祖
父江支所

名称 日時 場所 内容 その他

健康相談
水曜、午前９時～11時 保健センター

保健師による相談 母子健康手帳・健康手帳のあ
る方は持参。予約不要火曜、午前９時～11時 保健センター祖父江支所

食生活相談 随時
保健センター

食生活に関する相談 電話予約が必要
医師健康相談 ２月17日㈪、午後１時30分～３時 医師による相談 ２月10日㈪までに電話予約が必要

※全て無料。祝休日を除く

市民病院ニュース 最新号のお知らせ

　市民病院では、毎月１回「市民病院ニュース」
を発行しています。第93号の内容は「心不全
と睡眠について」です。

市民病院　 32-2111

市民病院のホームページ
でも公開しています

平日 病院に行けない方へ
日曜検診を開催します
� �２月16日㈰、午前９時～正午
市民病院
24人（先着）
� �特定健診（メタボリックシン
ドロームに着目した検査項
目）、乳がん検診（マンモグ
ラフィ）　※乳がん検診は触
診、超音波検査はありません。
結果は後日郵送します
�� �特定健診…7,150円、乳が
ん検診…4,400円
� �２月７日㈮までの平日午後２
時～５時に、氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、住所、電話
番号、受診内容を記入の上、
FAX（24-5269）または電
話（ 32-2409）で市民病
院健診センターへ
�骨密度・体組成測定（費用
1,000円）を追加できます

いきいきいなざわ減塩教室
～野菜・果物プラス１、おいしく減塩マイナス１～ 2278

３月18日㈫、午前10時～正午
保健センター
�市内在住の方
20人（先着）
�保健師や栄養士による講話や実演など
�２月14日㈮～３月４日㈫に、電話で
　健康推進課へ

不育症治療費等補助制度
�市内在住の、原則、婚姻届を出している夫婦（事実婚関係にある者
を含む）で、既往流死産回数が２回以上の方
�不育症の検査（保険適用・保険適用外）および治療（保険適用）の
自己負担額を助成

助�成額　１回の検査・治療につき上限額15万円（３回まで）
申�請期限　１回の治療が終了した翌日から６カ月以内
�申請方法など詳しくは、 3777 で確認してください

不妊治療費補助制度
� �市内在住の、原則、婚姻届を
出している夫婦（事実婚関係
にある者を含む）で、医療機
関で不妊治療を受けた方

助�成額　不妊検査、生殖補助医
療の保険診療対象分の自己負
担額（限度額25万円）
� �３月14日㈮までに健康推進
課へ。詳しくは、 2276 
で確認してください
� �不妊治療を受けた日の属する
年度ごとに申請が必要。令和
６年３月分は、令和５年度ま
での制度に基づいて実施

新型コロナウイルス予防接種はお済みですか
�２月28日㈮まで
�市内実施医療機関
�市内在住で、接種日に次のどちらかを満たす方
　①65歳以上
　②�60歳以上65歳未満で心臓・じん臓・呼吸器・ヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能に障害がある（身体障害者手帳１級程度）

�2,000円　※生活保護世帯または住民税非課税世帯の方は無料（証
明書類が必要）
�健康手帳または高齢者予防接種記録カード、マイナンバーカードや
運転免許証など本人確認ができるもの
�電話などで予約の上、市内実施医療機関へ
�２月12日㈬までに申請すると、市外の医療機関でも予防接種を受け
ることができます（県内に限る）。詳しくは、 4170 で確認してく
ださい　※接種後の申請はできません

お子さんの予防接種は
お済みですか

2282

　予防接種で予防できる病気も
あります。受け忘れていない
か、母子健康手帳を確認してみ
ましょう。
●�麻しん風しん（MR）の予防

接種
�次のいずれかを満たす、接種当
日に市に住民登録している方
　�１期…１歳～２歳未満児、２
期…平成30年４月２日～平
成31年４月１日生まれ　※
接種期間は３月31日㈪まで

接�種方法　市内指定医療機関で
１期２期各１回接種（麻しん
または風しんにかかった場合
は、健康推進課へ相談してく
ださい）
�説明書・予診票はすでに配布
しています。手元にない場合
などは、健康推進課へ問い合
わせてください。また、必ず母
子健康手帳で接種履歴を確認
の上、接種
を受けてく
ださい

　令和７年３月末までにHPV（子宮頸がん予防）ワクチン接種
を開始した方に対する、無料接種期間が延長されます。
�令和８年３月31日㈫まで
�平成９年４月２日～平成21年４月１日生まれで、令和４年
４月１日～令和７年３月31日㈪に１回以上接種した方（接
種完了した方は除く）
�県内の他市町村で接種する場合は、事前に健康推進課へ問い
合わせてください。１月14日時点の情報のため、内容は変
更の可能性があ
ります。最新情
報は、 2230 
で確認してくだ
さい

HPVワクチンの無料接種期間が延長されます
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